
S42年4 月 入 部 30 余名の精鋭たち。
最前列中央が鬼の新人コーチ奥村氏。

S42年7 月
今も思い出す荻野夏合宿（写真は前期）



S 4 2 年 1 1 月 相 模 湖 秋 合 宿 。 テ ー ブ ル は 雨 戸 。 同 左 。 後 の 貼 紙 は 連 日 の マ ラ ソ ン 結 果 。

昭 和 5 3 年 1 1 月 　 相 模 湖 に て 　 同 期 会 平 成 1 5 年 8 月　40 年 史 編 集 委 員 会

≪ひ・と・こ・と≫
池田　龍彦　　荻野・相模湖・戸田・陸トレへ即刻回帰できる理工ボートの仲間は永遠です。
伊藤　昭彦　　荒川を下り、運河を通って江戸川を上り、夜やっと野田に到着した遠漕などなど
猪股　広臣　　辛さの中にも爽快感、さまざまな経験を経て、大人への第一ステップでした。
片山　善朗　　今でもオーバー５０で、年最低１回は漕いでいます。でも３００Ｍが限界かな。
川澄　美道　　ポトマック川で朝トレのエイトをよく眺めます。懐かしいオールの手触りと皆の檄。
北岡　宗洋　　理工ポートや大学生活はついこの間のように思い出します。みなさまの栄光に乾杯　！
姜　　尚益　　私が入部したのは、創部から3～4年目。熱気があって良い雰囲気でした。

黒川　和夫　　楽しく思い出すのは、一年生の時、はじめて本格的に合宿した「荻野」。　
佐藤　博俊　　今も思い出すのは、連日、住宅の間を走っていた新人の頃のトレーニングです。
佐薙　守　　　荻野、戸田、合宿の思い出は人生の支えになっています。
澤田　博雄　　理工ボート部で沢山学びました。また沢山の素敵な人を知りました。
清水　敏博　　時々想い出す。荻野夏合宿。古民家、満天の星。それに凍る戸田の早朝練習。
関沢　弘一　　体重漸減・酒好き・ｻﾗﾘｰﾏﾝ終焉間近・進歩無し・人生これからの感有り。
武田　安敏　　細身で、よくもまあ2000m漕ぎきったものだと、懐かしき全日本Jr舵付きペア。
田中　洋　　　在籍期間は短かったが、きつかったサーキットトレーニングがなつかしい。
津田　濶　　　木山、和田（誠司）・・・・の叱咤する声と、尻の痛さがなつかしい。
戸辺　憲　　　「体脂肪、私も当時は、無い脂肪」体重計にのり、溜息をついています。
豊田　信行　　今だから言える私的な残酷物語。戸田の運送屋の２Fでの合宿中の失恋。
西村　松臣　　苦しさの後の爽快感、川面で感じる自然の息、吹忘れられません。
橋本　唯一　　大昔、理工ボートでしごかれて、昔、女房と相模湖で、ちょっと前まで子供を乗せて
　　　　　　　３０ん年オールの手豆が絶えません。　　　　　　　
平田　廣則　　おかげでスポーツ好きになりました。今は　合気道，剣道と本業そっちのけ。
古谷　修　　　三重県在住16年です。子供二人は、東京に住み、娘は早大政経３年生です。
堀江　佐直　　腹蔵なく語り合える仲間はいいものです｡夏合宿の朝靄は最高の思い出｡
松原　正　　　一番の想い出・・・戸田の早朝練習で、星空のもと寝ぼけ眼での柔軟体操
三奈木輝良　　理工ボートで鍛えた根性、体力、学んだ事が今の自分を支えています、感謝。
村山　雄一　　日本は平和憲法を堂々と掲げ、私は自分の仕事場で有機的な力を求道したい。
守吉　久光　　ボートで鍛えた足腰のおかげで4人の子宝に恵まれテニスを楽しんでいます

和田　信利　　卒業して３２年と半年のこの９月末に親の介護の為退職。これも人生の一区切。
渡辺　泰充　　会えばすぐ　あの日に戻れる　同窓会　髪は減っても　友は減らさじ



レ　ー　ス　点　描

■ 第 1 8 回　戸田レガッタ　
　 昭和 4 3 年 6 月 2 日

■ 全日本ジュニアエイト　昭和4 3 年 1 1 月 2 日 ■ 全 日 本 ジ ュ ニ ア 付 ペ ア 　 昭 和 43 年 1 1 月 2 日

■ オックス
フォード楯
エイト　
昭 和 4 4 年
8 月 3 0 ～ 3 1 日

Cク ル ー ： C 和 田 誠 司 　 S渡 辺 　 3黒川　 2 伊藤　 B沢 田

向 う 側 か ら 　 早 大 理 工 、 新 潟 大 、 早 大 C 佐 薙 　 S村 山　B武 田



ボート部数え歌

一つとせ　人の嫌がるボート漕ぎこがなきゃ本当の味が出ぬこれが早稲田のボート漕ぎ
二つとせ　普段学校サボってもボートこぐこと忘りゃせぬこれで親達ご安心
三つとせ　見栄や外聞振り捨てて力走100本漕ぎ抜けば黒い顔にも月がさす
四つとせ　夜は9時からバック台おでんが腹からこみ上げてバックも何にもとれやせぬ
五つとせ　いつも前にはコーチャーが怖い顔して睨んでるこれじゃサボりもできやせぬ
六つとせ　
七つとせ　七日七日の日曜日朝も早よから起こされてクソも何にもできやせぬ
八つとせ　やむにやまれぬボート漕ぎボートの権化と仰がれてバカになれたら一人前
九つとせ　コックス音痴で薄情者知るや知らぬや腹減りをバカヤロコノヤロクソクラエ
十とせ　　とうとうレースのその時にゃ普段の実力発揮して10艇身ほどぶっ飛ばせ

　スパートでぶっ飛ばせ　どうせWASEDAにゃおいつけまい　WASEDAの漕手は粋でこぐ
　　　　（繰り返し）

S42年7 月　荻野夏合宿後期


